
 

 

 

 

         ５月１２日（月）に朝会がありました。校長講話だったので、ある詩を紹 

介しました。題名は、「友だちとなかよくするために」（腰塚勇人作）。『目は、

友だちのよいところを見るために/口は、友だちをはげますために/耳は、友だ

ちの話をさいごまで聴くために/手と足は、友だちを助けるために/心は〇〇 

〇のために』「心は〇〇〇のために」の部分に、何が入るかを各クラスで考えて、校長室前のポス

トに届けてもらう事にしました。各クラスから素敵な言葉が届いたので紹介します。 

【１年１組 心は、友だちとの思い出をのこすために】 

【１年２組 心は、友だちをささえるために】 

【２年１組 心は、やさしく思いやり、うれしい気持ちになってみんなで生きるために】  

【２年２組 心は、人の気持ちを考えるために】 

【２年３組 心は、友だちの気持ちを考えるために】 

【３年１組 心は、友だちの気持ちを考えるために】 

【３年２組 心は、友だちを大切にするために】 

【４年１組 心は、ゆう気をだすために】 

【４年２組 心は、友だちや自分を大切にするために、思いやる気持ちを持つために、友だちの笑顔を守る

ために】 

【４年３組 心は、生きている仲間の気持ちを考え合うために】 

【５年１組 心は、友だちを傷つけないために、友だちを思いやるために、友だちに思いを伝えるために、

友情と愛情をたっぷり伝えるために】 

【５年２組 心は、友だちと笑いあうために】 

【５年３組 心は、友だちのことを大切に思うために】 

【６年１組 心は、友だちのことを考え、友だちとつながるために】 

【６年２組 心は、友だちのことを思いやるために】 

【６年３組 心は、友だちと自分を思いやり、幸せにするために】 

【すぎの子 心は、やさしさ。友だちの心を考えるために】                     

作者の腰塚勇人さんは、「心は友だちの心の痛みがわかるために」と書いています。子どもたち

それぞれが友だちを大切にしながら、素敵なクラスを作っていってほしいです。   

 

 
 
 
 
 
 
 
 

                                    
杉
本

令和７年５月２６日 

校長  奥泉 憲  学 校 便 り
  

 

海老名市立杉本小学校 
学校教育目標 

よく考えて実行する杉本小の子 

健康でたくましい杉本小の子 

思いやりのある杉本小の子 

 

心は〇〇〇 

のために 

【５年生 野外教育活動】 

５月１８日、１９日の２日間５年生が野外教育活動に行ってきました。霧雨の中、天然のミ

ストを浴びながら、葉擦れの音や土の香り、富士の稜線美など五感で自然を感じました。 

雨天プログラムになりましたが、チーム 

ビルディングでは、仲間との関わり方や 

思いやりを学びました。富士山に向かう 

山道で鹿が道に飛び出すハプニングも！！ 

 富士の雄大な裾野に広がる森林の中を 

鳥のさえずりに癒され、倒木の一本橋を 

渡るドキドキ、森林を颯爽と走り抜ける 

感覚は一生忘れられない思い出です。 

 

 


